
国立大学法人京都工芸繊維大学 女性の活躍に関する情報公開

① 採用した労働者に占める女性労働者の割合（令和６年度）

＜職種＞ ＜男性＞ ＜女性＞

教員（常勤） ７５．０％ ２５．０％

教員（非常勤） ７２．７％ ２７．３％

職員（常勤） ６２．５％ ３７．５％

職員（非常勤） ３４．４％ ６５．６％

全体 ４４．８％ ５５．２％

・職員（非常勤）の採用数が多く、うち女性が約６５％を占めるため、全体としては女性

の採用割合が多くなっている。

② 男女の平均勤続年数の差異（令和 6年４月現在）

※採⽤⽇〜令和６年４月１日までの年数

※期間の定めのない労働者（任期付き常勤教員除く）

男性 １５．１２年 女性 １１．４１年 差異 １．３２倍

・男性の勤続年数 20 年以上の割合が多くなっているため、全体として男性の勤続年数の

⽅が⻑くなっている。

③ 男女の賃金の差異（令和 6年度）

区分 男女の賃金の差異

（男性の賃金に対する女性の賃金の割合）

全労働者 49.06％

正職員 80.12％

パート・有期社員 83.25％

・「正社員」間、「パート・有期社員」間ではそれほど大きな差異はないが、「全労働者」

で見た場合には、「パート・有期社員」の女性人数が多いため、大きな賃金の差異とし

て表れている。

④ 育児休業等の取得割合

令和 6年度における男性労働者の育児休業等の取得割合：１１．１％

・特に教員は取得しにくい状況であるため、上記のとおりの取得率となっている。


